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　――なぜ、ＣＲＯの仕事に？
　坂口　人の役に立つ仕事につきたい
という目標から、最初は薬剤師を志し
て薬学部に入りました。大学院へと進
み、就職活動を行う中でＣＲＯという
業界があることを知りました。
　製薬企業であれば、１つの薬剤開発
に長い期間かかわる仕事になります
が、ＣＲＯはいろんな製薬企業と、い
ろんな種類の薬剤で開発業務を経験で
きます。それがＣＲＯを選んだ大きな
決め手です。人前で話すことは苦手な
のですが、人とかかわる仕事をするこ
とで、苦手な部分も克服でき、成長で
きるイメージを持っていました。
　早坂　坂口さんも私といっしょです
ね！小学生の頃に書いた将来の夢が、
「人に役立つ仕事がしたい」でした。
医療関係の仕事をしている親戚が身近
にいて、そこから医療系の仕事に興味
を持ち、薬剤師を目指して、大学の薬
学部に入学しました。
　ちょうど薬学６年制の１期生という
ことで、薬剤師国家試験の出題内容も
変わり、その中には治験に関する出題
もされるようになりました。治験に関
することを学ぶ中で、医薬品開発業務
に興味が芽生えたというところです。
ＣＲＯを目指したのは、１つのことを
長く続けるというよりは、いろんな業
務に携わるチャンスを見つけて挑戦し

ていくのが向いていると思いました。
　――ＣＲＯのやりがいは？
　坂口　やはり新しい薬の開発に携わ
れることが魅力ですね。最初に開発業
務に携わった開発品では効能追加を経
験しました。患者さんの数が少ない希
少疾患の治療薬だったのですが、治験
に参加していただく患者さんがなかな
か見つからない中で、先生とのやり取
りからようやく参加してもらった１人
の患者さんの調子が、カルテを通じて
快方に向かっていくのを見たのはうれ
しかったですね。モニターをやってい
てよかったと思える瞬間です。
　早坂　ＣＲＯの仕事は“新しいもの
好き”の私にとってやりがいがたくさ
んあります。もともと薬剤師を目指し
てきたわけで、薬剤に興味があり、ま
だ世に出ていない新しい薬剤を知るこ
とができるのは、ワクワクします。薬
学知識というベースがあるから、薬剤
の作用機序が分かるしスゴイと思え
る。仕事をしていても楽しくなれます。
　――仕事で意識していることは？
　坂口　医療機関で実施された治験で
記録された被験者のデータが、治験計
画に基づき、ルールから逸脱なく行わ
れているかをチェックする決められた
役割をこなすことで精一杯でした。で
も現在は、私たちにとってクライアン
トでもある製薬企業の方々と協力し、

例えば開発品のステージが第Ⅱ相から
第Ⅲ相へと移行する際には、第Ⅱ相試
験で経験したことから治験の進め方で

改善すべき点をいっしょに
相談しながら、良い方向に
進んでいくための提案を行
うようにしています。
　早坂　私も幸いなことに
治験実施計画書（プロトコ
ル）や標準業務手順書（Ｓ
ＯＰ）の作成など、普段は
なかなか経験できない臨床
試験を立ち上げる前の早期
段階からかかわれるプロジ
ェクトを経験させてもらっ
ています。今、意識してい
るのは、治験で設定されて
いる規定や基準に関して、
自分なりに設定された根拠
や背景を考え、医療機関の
方々に分かりやすく説明す
ること。開発する化合物へ
の愛情を持って仕事をする
高い意識が必要ですね。
　――開発には失敗がつき
もの。そんな瞬間に思うこ
とは？

　早坂　最初に担当した試験で第Ⅱ相
から第Ⅲ相にステージアップできませ
んでした。当時はモニタリングサポー
トという補助的な立場で経験も浅かっ
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たのですが、「新薬開発って難しいな」
って思いだけは憶えています。
　坂口　私が少し前に担当した治験で
かかわった開発候補品もあまりうまく
いっていないと聞きました。私の印象
としては、次の段階に進めると思って
いて、そこは化合物に対する思い入れ
もありました。ただ、医薬品開発を仕
事とする立場としては「できるだけ薬
効の優れた薬剤」を患者さんに届けた
いという思いがあるので、試験がうま
くいかなかったとしても、前向きに考
えるようにしています。
　――２人とも薬剤師になりたかっ
た。今との比較で考えることは？
　早坂　難しいですね。両方経験して
いれば何か言えるのですが……
　坂口　私と同じように、モニター職
をやっている人から聞いた話ですが、
「僕らは現場で今いる患者さんしか救
えないけど、君たちの仕事は未来の多
くの患者さんに役に立つから」という
先生の言葉が胸に残っています。薬剤
師さんが病気に苦しむ患者さんを救え
るのは素晴らしいことですし、私は医
薬品開発業務として新しい薬を世に出
していくことに誇りを持っています。
　――薬学生に伝えたいことは？
　早坂　やる気が大事です。失敗した
ときに何が駄目だったかを奮い立たせ
るのもやる気だと思います。その分、
自分がチャレンジしてその仕事がうま
くいったときには、純粋にうれしい。
治験担当の先生や医療機関の人たちか
らもらえる「ありがとう」が、もっと
「頑張ろう」と思えるやる気を押し上
げてくれます。医薬品開発に興味があ
れば、やる気は出てくるものです。
　坂口　私も同じ意見です。先生に怒
られたり、失敗したりと落ち込んだり
することも多いです。それでもいい薬
を出したいと思えれば、つらいことは
乗り越えられると思います。大学で学
んだ薬学知識も役に立つはずです。

　新薬開発を支える医薬品開発受託機関（ＣＲＯ）っ
てどんな仕事？もはや薬学生の諸君にイチからＣＲＯ
を説明する必要はないかもしれない。最近では、ＣＲ
Ｏの新卒入社全体のおよそ３割を薬学生が占めるよう

になって君たちの先輩もずいぶんと増えた。今回は、
ＣＲＯの臨床開発モニター職として最前線で働く、薬
学生の先輩２人に登場してもらい、現場社員としての
ホンネを語ってもらった。

ＣＲＯのモニター職で働く
現場社員のホンネを聞いた！
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